
家族看護学研究第 12巻第3号 2007年

〔資料〕

シングルマザーの子育てに関する国内文献レビュー

門間晶子M 浅野みどり 3) 野村直樹4)

要旨

現代の子育て環境には，離婚率の上昇や少子化に伴う家族形態の多様化，家族機能の変化等が生じて

いる．本稿の目的は日本におけるひとり親家族，特にシングルマザーの育児に関する研究の動向を概観

すること，およびこの問題に関する今後の看護研究の可能性について探ることである．今後の看護研究

の可能性については，シングルマザーの育児の困難さに敏感になることと，彼らの育児の現実を彼ら自

身の捉え方で描き出すという視点から検討したい．この取り組みは，児童虐待予防を含め，地域で生活

する多様な家族に予防的あるいは危機介入的に関わる看護の役割へ有用な示唆を与えると考える．日

本におけるひとり親家族に関する研究は社会学，社会福祉学，心理学，医学，女性学等の分野で行われ

てきた．「ひとり親」「片親」「母子家庭」等をキーワードとした文献検索によると，家族の構成に焦点、を

当てた研究から家族の機能に焦点を当てた研究へと変化していた．研究方法としては，従来は比較的少

数の対象者についての数量的分析，フォーマット化された短時間のインタビュー，事例検討が中心で

あった．

今後の研究の可能性として，シングルマザーが抱える問題への，その問題同士の相互作用を含めた探

求，分析者自身の規範や従来常識とされてきたことへの取り組み，会話の質的な分析，現状や問題点を

当事者の視点で描き出す方法，などがあげられる．そのような研究のためには，研究者と研究参加者の

協働関係やナラティヴ・セラピーの基本となる「無知の姿勢」が鍵となる．

キーワード：ひとり親家族，シングルマザー，子育て，丈献レビュー

動を合わせて振り返る．
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I. はじめに

子どもの頃，児童文学作家松谷みよ子さんの「小さ

いモモちゃん」シリーズに親しんだ. 1960年代生ま

れと思われるこのモモちゃんにアカネちゃんという

妹が生まれたのだが，実はその後両親は別れ，母親が

ひとりで姉妹を育てていたということを，数年前の

新聞記事で知った．「40年前は，子ども向けのお話に

両親の不仲や離婚などタブーであった…jと当時70

歳を越えた松谷さんは取材に応じて私生活と作家活
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日本における離婚件数は 1964年以降毎年増加し

1983年をピークにいったん減少したものの， 1991

年から再び増加し， 2002年には過去最高を記録し

たI). 離婚の増加はひとり親家族の増加につながり，

中でも特に母子世帯が急増している．母子世帯と

なった時の母親の平均年齢は33.5歳，末子の平均年

齢は4.8歳であり，まだ幼い子どもを抱えた30歳代

の女性がシングルマザーとして出発するのが典型的

な姿となっている2）.また，近年増加の一途をたどる

児童虐待の事例を検証する中から，ひとり親での育

児と児童虐待のリスクとの関連についても指摘され

ている制．これらのことから，ひとり親家族，特に急

増する離別母子家族は，支援者がその子育ての困難
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さを理解して必要な支援を検討する際の重要な一領

域iとなりつつある．

そこで本稿では，ひとり親家族，特に離別母子家族

に焦点を当て，その育児に関する囲内の研究の動向

を概観する．そして，離別母子家族の育児の現実を描

き出す視点と彼らが育児において遭遇しやすい困難

に敏感になる視点を併せ持ちながら，今後の看護に

おける研究の可能性について探る．

11. 日本における離別シングルマザー

まず，日本における離別シングルマザーの状況を

概観したい．厚生労働省が約5年ごとに行う「全国母

子世帯等調査」によると 2003年11月現在の母子世

帯数は 1,225,400世帯であり， 5年前に比して28.3%

増加している2）.母子世帯になった理由として，調査

開始の戦争直後は戦争未亡人が大多数を占め，その

後も「死別」が高い割合で、あったが，年々「離婚Jに

よる理由が増加してきた.1978年度調査ではほぼ同

率であった両者がその後逆転し5），現在では母子世

帯の80%が離婚による2）.主に戦争未亡人とその子

どもへの経済支援からはじまったひとり親家族への

支援施策は， 1960年代に制定された児童扶養手当制

度や母子福祉法（1981年に母子及び寡婦福祉法と改

正）6）を柱として，離別母子家族の急増などの諸状況

に対応しながら改訂を繰り返し経済的自立や仕事

と子育ての両立を支援する方向を目指してきた6).

離別母子家族が抱える経済的問題に代表される生活

の諸問題については，前述したような，離別母子家族

の数が死別母子家族を上回ろうとする頃から注目さ

れ始めた．それは1970年代後半の「母子研究」とい

う雑誌の創刊7）や母子家族に焦点を当てた雑誌の特

集記事8）に象徴される．しかし経済問題や福祉施策

の方向性を見守るような提言はされているものの，

母子家族の育児に焦点を当て，その現実に迫ろうと

する調査や研究は少ない．

「母子家庭Jという呼び方は，一般的に定着してい

るが，「欠損家庭」「崩壊家庭」という表現もよく目に

してきた．日本においてこのような家族がどのよう

に呼ばれてきたかについては，東京都女性問題調査

研究報告「ひとり親家族に関する研究Jの中で丁寧に

考察されている5）.諸外国においてbrokenfamily 

（これが導入されて日本における「崩壊家庭」となっ

た）と呼ぶことによって正常からの逸脱という価値

判断を植え付け，これらの家族にステイグマをもた

らしていたことへの反省から， 1974年のイギリスの

報告において， one-parentfamilyという用語が用い

られた日間．この概念は，多様な家族の一形態とし

て，ワンベアレントファミリーを価値判断抜きの

ニュートラルな立場で考究しようとする意図をも

ちへこうした家族が置かれている状況や抱えてい

る問題を明らかにするための調査研究にとって必要

不可欠な概念として7）導入された日本では 1978年

にワンベアレントファミリーの考え方が紹介され，

それ以降，社会福祉領域においてひとり親家族や母

子家族という用語を用いた研究が行われている7)9).

「単親」は同じ発音の「単身」と取り違えられるとい

う問題もあり， 1985年に東京都単親家族問題検討会

が「ひとり親」の用語に統一して用いることを提案し

た円このように社会学の領域では，「ひとり親j家

族の概念や呼称、について， 1970年代後半からそれな

りの議論が展開されてきたが，心理学や医学の領域

においてはその流れが十分浸透せず， 1980年代以降

の研究においても，「欠損家族jとし、う表現が，特に

断りや定義もなく用いられている場合がある1ト m

なお，本稿においては，価値判断を排した表現とし

てのone-parentfamilyの訳語である「ひとり親家

族」および同じ趣旨で「母子家族」「父子家族」，ある

いは特に親に焦点を当てる場合は「シングルマザー」

「シングルファーザーjという用語を用いる．統計学

上の用語，あるいは引用された用語はこの限りでは

ない．

111. ひとり親家族の育児の現実を描き出す視点

先にふれた松谷みよ子氏の児童文学を改めて読む
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と，子ども向けの話だが，章によっては母親が主人公

になっている．毎晩靴だ、けが帰ってくる「パパ」や，

夜枕元に立って母親と会話する「死神」の存在によっ

て，夫婦問の葛藤とどちらにも進めないで、いる母親

の気持ちがなんとも象徴的に描かれていている 14l_

相談に行った先の森のおばあさんに，「動く木」（父親

のこと）と「育つ木」（母親のこと）がいっしょの鉢に

植えられていたら，根っこ同士が絡まりあってどち

らも息ができなくて枯れてしまう，と言われ，母親は

「根分けしてあげないと」と淋しくつぶやいて帰るの

である14).

今は，両親の離婚について子ども向けに語られた

本があり，「離婚jそのものから受け取る世の人々の

イメージも多少は変化してきている．シングルマ

ザーを主人公としたテレビドラマや明るく書かれた

離婚やシングルマザーの子育ての本などもそれに一

役買っているのであろう．落ち着いて過去を振り

返って書かれた手記はまとまりがあり，いろいろ大

変なことはあっても今はよいように作用している，

と読み手を勇気づけてくれる．子育てに有用な情報

と共に，あなたはひとりではないという心強いメッ

セージが送られる15).

しかし「今，ここjのリアルな体験を言葉にした

ものは，それが言葉にされることで意味を与えられ，

受け取る側が自分の経験に基づいてその意味づけに

参加していくという多声的で重層的な相互作用を，

より多く生み出す力を持つ．その相互作用こそが，

今，ここでの苦しみに意味を与え，次に起こす行動を

左右する．つまりその人が他の人との関係の中で生

み出す言動の何かを変えることにつながるのではな

いか．広島市で離別父子家族の男性を中心として

1984年に発足した＜父子の集い＞のメンバーの語

りは実に迫力がある円シングルマザーとは異なる

困難を抱えているらしいシングルファーザーが直面

する困難，そしてその中から生み出している喜びに

ついて，私が多少なりとも近づけたように感じたの

は，共著性をもって作成されたその集いの記録に触

れた時であった．

この両者，すなわちすぐれた児童文学作品と，参加

者の会話をていねいに取り上げ，聞く側と語る側の

協働作用や発信する際の共著性をもった書物とに共

通する要素は何であろうか．丁寧な描写，ユニークな

体験をその人自身の言葉で語らせる口調，共感こそ

すれ決して一般化して解説しない聞き手のスタン

ス，などであろうか．何よりも，独自ではない，聴衆

を得てその場で作り上げられる会話の力，ではない

だろうか．広島の父たちは仲間たちを聴衆としモモ

ちゃんのママは「パパの靴」「死神J「森のおばあさん」

あるいは「猫のプーjなどの聴衆を得ている．

著者らはこのように，ひとり親家族の生活や育児

の経験に迫るために，語られた会話を丁寧に扱い，そ

の場に居合わせた人々を聴衆として協働で描き出す

こと（共著性）に深い関心をもっ．ところで，これま

での日本におけるひとり親家族の研究にはどのよう

なものがあり，どのような方法で取り組まれてきた

のであろうか．

IV. ひとり親家族に関する研究の動向

日本におけるひとり親家族に関する研究は社会

学，社会福祉学，心理学，医学，女性学等の分野で行

われてきた．著者らの関心はひとり親家族のうち，離

別母子家族の母親の，育児を中心とした日々の生活

についての経験であるが，文献を探し始めてすぐ，そ

のような研究は少ないことに気づいた．そこで，研究

動向を概観する際には，離別母子家族を意識しなが

らも，ひとり親家族を扱ったものを対象とした

まず医学・公衆衛生学・看護学の領域に関するこ

のテーマへの関心の動向を見るために，「ひとり親J,

「片親（家庭）」，「母子家庭J，「シングルマザーj等の

キーワードを用いて，医学中央雑誌（1983年～2005

年）に収録されている文献を検索した.1983田1990

の8年間では25件，その後5年ごとに 1991・1995

年21件， 1996・2000年29件， 2001-2005年85件と増

加傾向を示し，特に2000年以降の増加がめざまし

い．なお，検索された文献の中には，医学特有の，遺
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伝学的な用語としての「片親」（片親ダイソミーなど）

および片方の親（の何らかの影響）という意味あいで

の研究が含まれ，これらは今回の文献検討の目的と

は異なるため除外したこのほか，心理学，社会学，

女性学等の領域の文献を探し， 1978年以降のひとり

親家族の，特に子育てに関する研究について検討し

た．

まず，医学や看護学の領域についてであるが， 1980

年代までの精神科，神経科領域における食欲不振，登

校拒否の子どもに関する研究では，いわゆる「欠損家

庭jとしての母子家族に注目したものがあり，父親の

役割を重視する視点から，その父親がいるかいない

かという家族構成に焦点を当てていた11）～玖一方，

同じく 1980年代半ばの牧原らの登校拒否児に関す

る研究は，「母子家庭」「父子家庭Jの概念についての

考察を先行研究に基づいて丁寧に行い，登校拒否の

要因として家族構成のみではなし社会精神医学的

視点を提案している9l_ この頃が，社会学に比べて後

れをとったものの，医学や看護学における「ひとり親

家族」に新しい視点が加わる分岐点と思われて興味

深い．

また，慢性疾患をもっ子どもの医学的・保健学的

問題への影響という視点、から，子どもの病状改善を

阻む要因として母子家族を扱った報告がある山8l_

別の研究では，保護者の離婚や死亡を経験した糖尿

病治療中の子どもの血糖コントロール状態は悪化し

たものの，両親家族とひとり親家族との聞では血糖

コントロールに差がなかった．これは欧米でのひと

り親家族，シングルマザーの児の血糖コントロール

が悪いという報告とは異なる結果が導かれたという

ものであった19）.また，母子家族における母親の多

重役割負担のために生じる身体的・時間的・心理的

な余裕の無さが養育態度を含む養育環境に影響し，

幼児の社会生活能力を低めているとする研究もあ

る却）．

しかし「母子家族であることの何がどのように子

どもの健康に影響を与えるのか」について掘り下げ

た報告は見あたらなかった．このように，医学・看護

学の領域におけるひとり親家族に関する研究は数が

少なく，その中では子どもへの影響を事例検討的に，

あるいは数量的な分析によって示そうとする研究が

目立つ．助産師の立場から女性の子育て経験を理解

しようとした研究があるが，それも風景描画という

ユニークな方法を用いた事例検討のスタイルをとっ

ている21).

地域における家族支援の最前線にいる職種として

保健師があげられ，その専門誌には虐待予防やその

支援への特集が多く組まれている．しかし，ひとり親

家族に焦点を当てた研究はほとんど見あたらず， 20

年近く前の研究を見つけた．これは，子どもの夜尿を

問題行動のーっと捉え，それと母親のパーソナリ

ティとの関係を検討するために母親の定位家族（生

育家族）の構成を扱っている千問題行動の捉え方

は現在とはずいぶん異なると考えられるが，子育て

支援には両親の生育家族の理解が必要であるという

考え方は，現在の児童虐待への関わりに通ずるもの

カfある．

心理学の領域においては，ひと昔前，臨床心理学の

領域において，母子家族であることと子どもの非行

とを関連づけた報告がなされた時期があったが，そ

れ以降はむしろひとり親家族の子育てに関する研究

は下火になり，現在に至るまで空白期間が続いてい

るお）．堀田は，シングルマザーに関する心理学系の

研究を概観する中で，我が国では未だにシングルマ

ザーはマイノリティであり，差別の観点、から研究対

象とすることを控える風潮があるとしている23）.欧

米では「父親の意味」を明らかにするための対照群と

してのシングルマザー研究から，父親不在を埋め合

わせる家族システムの形成に焦点を当てる研究へと

移行している．堀田もまた話の流れを研究参加者に

委ねるような半構造化面接と旅行へ同行しながらの

参与観察というユニークな方法を用いて，父親不在

を埋め合わせる家族システムの形成を描き出してい

る24).

社会学・社会福祉学においては，前述したように，

多様な家族のー形態として，価値判断抜きのone-
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表 1 ひとり親家族に関する主な論文の取り組みの目的（発表年順）

著者・発表年 番号 種類 取り組みの目的

吉田， 1979 8) 総説／概説 母子家庭の抱える問題の構造とそれらに対応する母子福祉施策を明らかにする．

牧原他， 1985 9) 研究 （登校拒否の家族研究において父親の不在が注目されることから）家族の問題が端的に表れやすいと考え
られる単親家庭の登校拒否を研究することによって登校拒否研究に寄与する．

中村， 1986 34) 総説／概説 変容過程にある家族のうち，とりわけ経済的機能，愛情的機能，養育的機能の面で問題をもっ母子家庭に
視点を合わせその生活構造を明らかにする

井上他＇ 1986 22) 研究 子どもの両親の定位家族体験とこどもの夜尿発生との関係について，夜尿群と対照群を比較することに
よって明らかにする．

鈴木， 1987 25) 総説／概説 父母のいずれかを失った家族を巡る用語「欠損家族J「片親家族」「単親家庭」「母子父子家庭」等がいつ
頃からどのように使用されているか，諸文献，福祉施策，実態調査，統計等から整理することによって用
語の概念形成，さらには家族概念の発展に寄与する．

樽川， 1989 2焔） 総説／概説 母子家庭になった当時に焦点を当て，生活状況と母親の主観的認識や心理状態を検討し，適応を規定する
要因を考察する．

色川， 1997 36) 総説／概説 日本におけるワンペアレント・ファミリペ特に生別母子世帯に関する過去20年間の研究の動向を日本
社会福祉学会での研究報告の趨勢から整理し，その課題を述べる．

松浦＇ 2000 10) 総説／概説 日本におけるひとり親家族の動向と研究成果をあとづけ，著者の関心である「ひとり親家族における子ど
もの社会化」に対する今後の課題を明らかにして研究の方向性を提案する

小林， 2001 35) 総説／概説 ひとり親家庭の生活課題を把握する視点、について，「支援の届きにくいjひとり親家庭の問題の把握から
支援の効果測定までの幅広い取り組みのうち，特に生活課題把握の視点の立て方に焦点化してその特徴
を明らかにする．

堀田， 2002 23) 総説／概説 母子世帯やシングルマザーを巡る研究を概観する．

近藤， 2002 32) 研究 インタピュー調査をもとに， NPOによる母子家庭への就労支援の有効性を検討する，およびシングルマ
ザーに対するステイグマの生成メカニズムとエンパワメントの可能性について検討する．

高他， 2002 20) 研究 母子家庭がその母親の養育態度に与える影響．母親の養育態度を含む養育環境が幼児の社会生活能力に
与える影響，一般家庭における父親や母親の養育態度と幼児の社会生活能力との関係を明らかにする．

堀田， 2003 24) 研究 母子家庭の子育てをテ｝マとし，半構造化面接と参与的親子観察等の質的な研究方法を用いて，母子家庭
の中で父親不在を埋める家族システムがどのように形成されているかに焦点、を当てて検討する．

新保， 2003 33) 総説／概説 厚生労働省『母子世帯等実態調査』からの世帯調査（HlO年版）を用いてひとり親家族のプロセスと特
徴の現状と支援課題を整理する．

宮本他， 2005 19) 研究 保護者の離婚または死亡が小児・思春期年齢の1型糠尿病（TlDM）の血糖コントロールに与える短期的
な影響について検討する．

湯津， 2005 29) 総説／概説 日本におけるひとり親世帯へのワークフェア型政策の動向を所得保障政策の流れをふまえて整理した上
で，生活実態の指標から政策の妥当性を検討し，今後の課題を明らかにする．

＊単行書，調査報告書は除く．

＊番号は，本稿末尾の引用文献番号を示す．

parent family （ひとり親家族）という概念7）が英国か

ら導入され，その支援について議論されてきた．特に

社会福祉学に関しては，社会福祉の一分野としての

母子福祉が成立していることにより，社会学以上に

ひとり親家族の問題，特に母子家族の問題が，従来か

ら概論や講座などの中で比較的きちんと取り上げら

れてきた5）.したがって ひとり親家族の概念の整

理玖離別か死別かによる家族の適応を規定する要

因の違いの検討お）なども行われてきた．母子家族と

父子家族が抱える生活上の困難がかなり異なる様相

を呈することについては，性別役割分業をとること

で家族が経済的にも育児・家事遂行にも有利な状況

を築きやすいという日本の文化的，社会政策的状況

に起因するという意見2湘）がある．また，高就労率を

示しながらも貧しいという日本の母子家族の問題を

政策の変遷等から批判的に考察する視点も示されて

いる却）．研究の方法としては，アンケートのような

従来からの方法をとっているものの，「当事者の視座

から」その結果を検討するという姿勢を意識的にし

ている研究がある丸東京都女性財団による研究

は，ひとり親家族の声を拾い上げる他に，ひとり親家

族を見る世間の人々の意識調査と専門家への聞き取

り等を実施し，ひとり親家族研究の課題を明確にし

ている5).

さらに，シングルマザーの経験を扱う研究には，女

性学・フェミニズムの領域からのアプローチがあ

る．これは女性に関することを，女性の手によって，

女性の利益のために，女性の状況を変えるために行

う調査であり，調査方法に共通することとして，研究

者と対象者は対等な関係である，調査対象者自身が
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調査に参加しともに問題を考察すること，研究者は

自分の個人的経験を考察に用いること，があげられ

る27).

このほか，当事者組織やひとり親家族を支援する

NPOが行う調査研究も見出される仰2).

レビューした研究のうち，書籍や報告書は除き，ひ

とり親家族の現状や先行研究を概観したもの，ある

いはひとり親家族の子育てやその影響について研究

し，新しい視点を提案するという点から代表的であ

ると見なした論文について，その取り組みの目的を

表1にまとめた．

V. ひとり親家族の子育ての困難さに敏感にな

る視点、

ひとり親家族の増加を少子化の要因のーっと見る

こともできるが，少子化対策として離婚率を減らそ

うという発想にはならないだろう．それよりも元気

に育つ子どもの数とひとり親家族との聞には気にな

る関係がある．報道でふれる児童虐待事件に，ひとり

親のもとでの，あるいはそこに新しいパートナーが

加わっての子育ての最中に生じた悲劇を見るのは著

者らだけではないと思う．

厚生労働省が児童虐待防止法施行から 2003年6

月末までに虐待死亡事例として把握した 125件（127

人死亡）について検証したところ，虐待者としては実

母が77人と半数以上を占めていた3）.また，児童虐

待が起こりやすい，養育支援が必要となりやすい要

素のうち，養育環境（親側の要因）に関するものとし

ては，多い順に，「ひとり親家庭（未婚含む）」 33,

「内縁関係の家庭」 29，「転居J27，「地域からの孤

立J25，「子連れ再婚家庭」 16が挙げられた3）.その

後児童虐待防止法が改正され，虐待防止ネットワー

クの整備や地域関係機関・住民への啓発が諮られた

にもかかわらず，依然として児童虐待による死亡事

例は後を絶たない．最悪の結果に至る前に予防の手

だ、てはなかったのかを検証するために，厚生労働省

は専門委員会を設置し先の調査期間に続く平成

2003年7月から 12月までの児童虐待による死亡事

例24件（25人死亡）を調査した．ここでも，養育支

援が必要となりやすい要素として「地域からの孤立」

と「ひとり親家庭・未婚」が24件中それぞれ13件，

12件を占めて上位であった4).

特に離別母子家族が地域から孤立しやすいこと

は，約30年前の，日本における母子家族研究の発祥

の頃から指摘されている8）.例えば当時は離別母子

家族が親族関係から孤立しやすいという調査報告が

ある8）.現在では，親世代と同居する母子家族が増加

しており 2），離婚した娘に対して以前に比べると親

や世間が寛容になっている風潮が窺える．しかし離

別母子家族は，現在でも父子家族や死別の母子家族

に比べると持ち家率が低く，家族数が少なく 2），孤立

しやすい要因を抱えていると考えられる．また経済

的問題を抱えやすいことから，ひとり二役をこなす

忙しく濃密な生活時聞が社会活動への参加を鈍ら

せ，社会的連帯の輪からはずれやすいという指摘8）は

現在にも当てはまる．つまり，先の2つの調査で示さ

れた児童虐待事例がもっ養育環境，親側の要因は，そ

のほとんどがひとり親家族，特に離別母子家族に生

じやすい問題ともとらえることができる．勿論，親が

ひとりかふたりかということそのものではなく，夫

婦や家族の関係の安定性が虐待を引き起こすような

不安定な養育環境に関係していることが理解されて

いる．しかしなお，ひとり親家族の育児が抱えやすい

困難を楽観視することはできない．

ひとり親家族の育児が抱えやすい困難について

は，すでに述べた厚生労働省の調査等から，母子家族

では「家計面」，父子家族では「家事Jが悩みの第一

にあげられている2）が，このような調査からは「何が

どのようにj困っているのかについては見えてこな

い．単純に考えても，子育てという多くの人にとって

未知で予測不能な営みを，家族が食べていけるだけ

の収入を確保しながらひとりの親で担うというのは

大変なことである．多胎児をもっ家族の育児を巡る

困難や育児支援の必要性は広く理解されるようにな

り，支援のあり方の研究も多くなされている．ふたり
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の親に同時に複数の子どもが生まれて育てることが

大変であるのに似て，ひとりの親にひとりないしは

それ以上の子ども，というひとり親家族の子育ても

また大変であることは想像に難くない．

しかし一方で多胎児の子育てをハイリスク要因

と見なすことはあっても，ひとり親の子育てを，ひと

り親というそれだけの理由でハイリスクとみなすこ

とは，支援者にとっても本人にとっても抵抗感を抱

くことであろう．実際，差別感が伴うという意識か

ら，ひとり親家族への研究がなかなか着手されてこ

なかった経緯がある10）幻）．しかしひとり親家族の支

援にかかわる専門家へ聞き取りを行った調査では，

「専門家の，ひとり親家族は両親家族とあまり違いは

ないという見方が，ひとり親家族に対してより好意

的だとは言い切れない．」としている5）.母子寮職員

や心理相談員など，厳しい貧困や子どもの虐待等深

刻な状況への関わりが濃密である職種ほど現実を厳

しく捉え，反対に教師など深く関わりきれていない

職種ほと漠然とした感覚的な捉え方をする5!_

また，ひとり親家族の子育てを注意深く見守ろう

とするこれらの専門家は「問題が決してひとり親家

族であることだけに由来するのではないことを知っ

ており」「不穏な関係が日常化している両親家族より

も平穏なひとり親家族の方が子どもにとっては安

定的な環境であることを指摘」してもいる5！＿ひとり

親家族，特に離別母子家族の子育てについて何かを

断定できる人は誰もいないが，そのような家族が抱

えやすい子育ての困難や危うさを認識することは，

ひとり親家族を弱い存在と見なすことと同じではな

く，必要な支援を考える上で重要な視点であると考

える．

VI.今後の研究の可能性と意義

ひとり親家族，特に離別母子家族は，育児において

共通した，あるいは独特の孤立感や閉塞感を抱えて

いることが予測されるが これまでに述べてきたよ

うに，その経験に迫るような研究はまだ数が少ない．

我が国では未だにシングルマザーはマイノリテイで

あり研究対象となりにくく，また母子家族を一括し

て研究対象とすることに関して，研究者が差別的に

感じて研究を控えたとも考えられているお）．また，

研究の焦点が子どもの発達や成長，慢性疾患のコン

トロールなど，子どもに当たっていることが多く，子

育てを担う家族，特に女性・母親の体験に焦点を当

てた研究は少ない．シングルマザーの子育ての経験

に関する研究はまだ手がつけられていない．

ひとり親，特にシングルマザーへの支援課題とし

ては，従来から，就労や社会保障などの経済的支援，

教育・訓練への支援，子育て支援等が指摘されてき

た8)32）お）．さらに近年では，情報・ネットワークの必

要性，シングルマザーになることを自己決定するこ

とへの支援，差別・ステイグマの払拭への支援の必

要性が新たに指摘されている5)10)34）お）．ところが，シ

ングルマザーを対象としたこれまでの研究で用いら

れてきた比較的少数の対象者についての数量的デー

タの紹介やフォーマット化された短時間のインタ

ビューでは，このような課題に取り組むには限界が

ある．

そこで，新たな研究のスタンスや方法として，次の

ような提案がなされている．経済的貧困に限らず，シ

ングルマザーが抱える一つ一つの論点を深く研究

し，それらの相互作用を見定める研究，家族のありよ

うに対する分析者自身の規範をも十分に検討した上

での分析，従来常識とされてきた言説を放置せず分

析対象とする，オープンエンデイツドなインタ

ビューによる質的な分析現状や問題点を当事者自

身の言葉で描き出すという叙述方法，面接を数回重

ねる相互作用の中で深い洞察を得る，家族の行動を

参与観察してそれについて話し合い，互いの理解が

深まり新しい気づきを生む等の方法2）叩）である．ま

た利用者の生活に近い視点での研究が求められてお

り，そのためには当事者の生活にどれだけ接近でき

るかが鍵であるωとしている．

すなわち，研究参加者（対象者）と研究者との相互

作用や協働を基盤にして，体験や問題を当事者の視
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点から描き出すような質的記述的な研究が望まれて

いる．先に述べた広島市での父子家族の集いで父親

たちが語る喜ぴや苦しみに同伴した研究者は，それ

らが父子家族に関する統計的事実や先行研究の結果

とあまりにも違っていたと述べている16）.ここでの

支援者や研究者のスタンスは，夫婦関係を自明のも

のとし「離別Jはそれに適応できない個人の逸脱と

してみる視覚を背後仮説としてもつアプローチ16）と

は正反対のものであった．正反対のアプローチとは，

シングルファーザーたちをシングルの子育てにおけ

る専門家と見なして，調査者が彼らから教えてもら

うという，ナラテイヴ・セラピーの基盤となる「無知

の姿勢」お）～お）であったと考える．それはつまり，調査

者がこれまでの経験，事実，知識をもとにして理解，

説明，解釈を作り上げないというスタンスであり，そ

のようなスタンスで彼らと対話を成立させることに

よって，協働で物語を紡ぎ出す．

ひとり親家族の生活実態に関心をもち，最も近い

ところで援助に携わっている専門家は世の中の人々

が抱いている一面的な解釈や偏見の誤りを論破する

重要なコメントを提供する可能性がある日ことを，こ

れまでの研究が主張している．研究者と対象者とい

う枠を超えて子育てにまつわる日々の現実の語りを

ていねいに扱う研究が，ひとり親家族の理解や支援

につながると考える．
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With the increase of divorce rate and the decrease of birth rate, the Japanese society now face various modes of 

family styles and its functions. The purposes of this paper are to: (1) provide an overview of studies ever done 

within Japan on one-parent family, especially single-mother family, and its child care ; and (2) explore the possibility 

of a new kind of research on this subject For the second purpose, we need not only to be sympathetic to the child 

care environments of single-mother families but to adopt a suited method to describe reality from their points of 

view. Such an endeavor in terms of research might be helpful for nurses whenever they work for prevention and in-

tervention into the family crises including child abuse. 

One-parent families have been the topic of study in different fields, such as sociology, social welfare, psychology, 

medicine, and women’s study. We searched relevant literature through such key words as“one-parent family，” 

“lone-parent. ＇’and “single mother，” and we have found out that the focus of the studies has been shifted from fam-

ily structure to family functions. The methods employed in these studies included quantitative analysis on a small 

population, formatted brief interview, and case study. 

We think that the following considerations may be necessary for future studies in this subject We need to: (a) in-

vestigate the meaning of various problematic factors that would make the life of on令parentfamifies difficult, as well 

as the relationships between those factors,; (b) specify the norms and preconceptions taken for granted by the re-

searcher; (c) conduct qualitative analyses of conversation; and (d) describe the family reality from the insider's 

point of view. Creating such a collaborative research environments with the family, we can perhaps utilize the 

method developed in narrative therapy-a Not-knowing approach to the people about whom we study. 




